
住まい

◎地域包括支援センター
◎ケアマネジャー

老人クラブ・自治会・若返り体操サークル・ボランティア・NPO 等

退院

通院・入院

通所・入所

退所

医療 介護

介護予防・生活支援

諫早市地域包括ケアシステムと介護予防・日常生活支援推進事業について

・かけはしいさはや
・入退院支援連携
ガイドブック

・認知症初期集中支援チーム
・認知症サポーター養成講座
・オレンジ手帳書き方講習会

①介護予防教室
③地域ケア会議
（地域課題の抽出）

②介護予防と生活支援の
語らん場

資料１
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出典：平成30年 地域包括ケアシステムの深化・推進に向けた制度やサービスについての調査研究 2



諫早市地域包括ケア推進協議会【１６名】

（地域包括ケアシステム構築のための有識者や関係機関、関係団体の代表者で構成）

在宅医療・
介護連携推進会議

【１４名】

認知症対策
推進会議

【１４名】

介護予防・日常
生活支援推進会議

【１４名】

圏域別地域ケア会議（中央部・北部・西部・南部・東部）

個別地域ケア会議（中央部・北部・西部・南部・東部）

地

域

ケ

ア

会

議

（
市

レ

ベ

ル
）

（
圏

域

レ

ベ

ル
）

住民主体の活動組織（自治会、民生委員等）

諫早市における地域包括ケアの推進体制
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○介護予防教室
○短期集中予防サービス
○介護予防と生活支援の「語らん場」
○地域づくりフォーラム（パネル展）

活動支援

普及啓発

住民発信
支援

介護予防・日常生活支援推進事業の実施一覧

○若返り体操サークル
○ふれあいいきいきサロン
○体力測定及び評価分析
○地域リハビリテーション活動支援

○介護予防と生活支援の「語らん場」
○地域づくりフォーラム（パネル展）
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実施分

介護予防・日常生活支援総合事業の構成
従前の
訪問介護
相当

従前の
通所介護
相当

（対象）

（事業対象者）
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諫早市の介護予防・日常生活支援総合事業の枠組み
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【筋トレ】

【脳トレ】

【手ばかり栄養】

【口（くち）トレ】

〇通所型
〇訪問型
・３～６か月の期間
限定

【従前相当のサービス】

〇通所型（デイサービス）

〇訪問型（ヘルパー）

介護予防普及啓発・
リーダー育成事業

地域介護予防活動支援事業
介護予防・

生活支援サービス事業

要支援認定者・事業対象者
（要ケアプラン） 全ての高齢者

期間限定・集中的な介入 市内各地で市主催にて毎月開催 地域での自主活動を応援

・のんのこ節にあわせたス
テップで体と脳が若返り！

フレイル予防教室

若返り体操教室
【若返り体操サークル】
・立ち上げ時に7回専門職派遣
・自主化後は月2回程度
90分の体操に取り組む

【サロン・老人クラブ
趣味の会・新規立上】

・年２～３回専門職派遣
・月1回10分～15分程度

専門職の支援

サークル

（サービスC)

介護予防・日常生活支援総合事業の概要

短期集中予防サービス
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介護予防と生活支援の「語らん場」が目指すもの

機会・場を提供
地域住民が一堂に会し顔の見
える関係を築く

情報を提供
高齢者をとりまく状況をわか
りやすく提供し、地域に必要
な活動を産み出すきっかけを
作る

介護予防施策に反映
語らん場の情報をもとに、地
域住民が利用しやすい介護予
防教室を組み立てる

好事例を市全域に広げる
各地域の取り組みが円滑に進
められるよう横の繋がりを作
る

住み慣れた地域で自分らしく、
いつまでもいきいきと暮らせる地域づくり

地域住民の
《気付き》
《やる気》
を応援する

行政の役割
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在宅医
療介護
連携

認知症
対策

介護予
防・日常
生活支
援

今なくて困っているもの 今後なくて困るもの

とても機能している 弱体化している 自分たちでつくる必要がある 市やコーディネーターに相談

どんな方法で
つくるのか

継続必要 再構築 拡大

どんな方法が
将来的に必要か

今、どんな手立てが
必要か

この部分を深めていくための語らん場

「わが町・わが地域」で必要な介護予防と生活支援

もともとあるもの

情報共有・連携推進・協働推進

連

携

「語らん場」は住民と共に地域の状況を共有する場

年をとっても、住み慣れた我が
家で同じ年代を生きた隣人と
つながっていたいなぁ…

9



≪語らん場≫と≪地域の動き≫の循環
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「語らん場」の実施経過

○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○

○

H28 

H29

H30

R1～

開催回数
２０７回

延べ
参加者数
６，２８２人

R5年1月末
現在
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集いの場
づくり

地域の
実態把握

ゴミ捨て
・買い物の
手伝い

圏域語らん場・○○町語らん場で情報交換

コロナ禍における「語らん場」の変化

圏域語らん場

○○町語らん場

ミニ語らん場

包括
主体

住民
主体

コロナ禍で圏域単位での
開催は規模が大きい

自分たちで考えよう！
集まろう！となったミニ語らん場開催

応援
R３年度 23件
R４年度 １０件
（R5.1末）

圏域語らん場
包括
主体

包括
主体

お互い様
の見守り

介護予防
活動の
実践
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